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ボ
ー
ル
が
つ
な
ぐ
絆
と
友
情

　『
キ
ャ
プ
テ
ン
翼
』
の
原
作
者
・
高
橋

陽
一
氏
は
、
葛
飾
区
出
身
で
、
同
漫
画
に

登
場
す
る
「
南
葛
市
」
や
「
南
葛
S
C
」

な
ど
の
名
称
は
原
作
者
が
卒
業
し
た
都
立

南
葛
飾
高
等
学
校
に
ち
な
ん
で
い
ま
す
。

葛
飾
区
は
、
公
園
な
ど
に
８
体
の
人
気

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
銅
像
を
建
て
る
な
ど
、

同
漫
画
を
活
用
し
た
観
光
資
源
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
毎
年
１
月
に
は
、『
キ
ャ
プ
テ
ン
翼
』

を
再
現
し
た
よ
う
な
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

「
キ
ャ
プ
テ
ン
翼
Ｃ
Ｕ
Ｐ
か
つ
し
か
」
を

開
催
し
て
お
り
、
来
年
の
１
月
で
３
回
目

を
迎
え
ま
す
。
１
月
６
日
と
７
日
、
東
新

小
岩
に
あ
る
私
学
事
業
団
総
合
運
動
場
で

開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
集
ま
る
Ｕ
―

12
の

16
チ
ー
ム
が
頂
点
を
目
指
し
て
戦
い
ま

す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
、
自
治
体
間
連
携

の
舞
台
に
も
な
っ
て
い
て
、
全
国
の
作
品

ゆ
か
り
の
地
か
ら
少
年
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

が
葛
飾
区
に
集
ま
り
、
サ
ッ
カ
ー
少
年
た

ち
が
交
流
を
深
め
ま
す
。

　
ま
た
、
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ン
や
『
キ
ャ
プ

テ
ン
翼
』
フ
ァ
ン
な
ら
泣
い
て
喜
ぶ
イ
ベ

ン
ト
も
同
時
に
行
わ
れ
ま
す
。「
南
葛
Ｓ

Ｃ
」
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
と
、
元
日
本
代
表
の

北
澤
豪
氏
が
率
い
る
豪
華
ゲ
ス
ト
チ
ー
ム

「
東
邦
学
園
」に
よ
る
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
マ
ッ

チ
で
す
。「
南
葛
Ｓ
Ｃ
」
と
言
え
ば
、『
キ
ャ

プ
テ
ン
翼
』
の
主
人
公
・
大
空
翼
が
率
い

て
小
学
生
時
代
に
全
国
大
会
を
制
覇
し
た

チ
ー
ム
で
す
。「
東
邦
学
園
」
は
、
翼
く
ん

の
ラ
イ
バ
ル
・
日
向
小
次
郎
が
在
籍
し
た

チ
ー
ム
で
す
。

人気作品を観光資源に連携・交流

　
葛
飾
区
は
、同
区
出
身
の
漫
画
家・高
橋
陽
一
氏
が
描
い
た
サ
ッ
カ
ー
漫
画﹃
キ
ャ

プ
テ
ン
翼
﹄
や
、
同
区
柴
又
を
舞
台
と
し
た
映
画
﹃
男
は
つ
ら
い
よ
﹄
と
い
っ
た

作
品
を
区
の
観
光
資
源
づ
く
り
に
活
用
し
、
そ
の
集
客
力
を
活
か
し
た
自
治
体
間

連
携
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
毎
年
１
月
に
は
Ｕ-

12
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
大
会

﹁
キ
ャ
プ
テ
ン
翼
Ｃ
Ｕ
Ｐ
か
つ
し
か
﹂、11
月
に
は
﹁
寅
さ
ん
サ
ミ
ッ
ト
﹂
を
開
催
し
、

人
気
作
品
ゆ
か
り
の
自
治
体
が
集
ま
り
、
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

  

集
客
力
の
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
有
効
活
用

「キャプテン翼CUPかつしか２０１７」に参加した青木克德葛飾区長（左）と

原作者の高橋陽一氏＝葛飾区奥戸陸上競技場にて
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作
品
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
、
全
国
か
ら
集

ま
る
少
年
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
同
士
の
対
戦

を
中
心
に
成
り
立
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
作

品
ゆ
か
り
の
地
が
全
国
に
散
ら
ば
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
が
、
自
治
体
間
連
携
を
進
め

る
上
で
、
大
き
な
資
源
と
な
っ
て
い
る
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

寅
さ
ん
が
旅
を
し
た

自
治
体
が
一
堂
に

　『
男
は
つ
ら
い
よ
』
は
、
山
田
洋
次
氏

が
監
督
・
脚
本
を
務
め
た
国
民
的
人
気
映

画
で
、
こ
れ
ま
で
全
48
作
が
制
作
さ
れ
ま

し
た
。
寅
さ
ん
が
旅
先
で
出
会
っ
た
マ
ド

ン
ナ
に
恋
を
し
て
、
葛
飾
区
柴
又
に
戻
っ

て
き
て
は
騒
動
を
巻
き
起
こ
す
人
情
喜
劇

で
す
。

　
区
内
に
は
、
今
年
開
館
か
ら
20
周
年
を

迎
え
た
「
寅
さ
ん
記
念
館
」
や
、
併
設
す

る
「
山
田
洋
次
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
が
あ
り
、

国
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
柴
又
の
地

を
訪
れ
て
い
ま
す
。　

葛
飾
区
は
２
０
１
５

（
平
成
27
）
年
か
ら
毎

年
、『
男
は
つ
ら
い
よ
』

の
ロ
ケ
地
と
な
っ
た
自

治
体
を
集
め
た
「
寅
さ

ん
サ
ミ
ッ
ト
」
を
、
映

画
の
舞
台
と
な
っ
た
柴

又
帝
釈
天
参
道
周
辺
な

ど
を
会
場
に
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
年
で
３
回

目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
２
０
１
７
（
平
成

29
）
年
の
11
月
25
日
と

26
日
に
開
催
し
た
サ

ミ
ッ
ト
で
は
、
ロ
ケ
地

の
17
地
域
の
自
治
体
や

観
光
協
会
が
参
加
し
、

ロケ地の自治体が集まった 「寅さんサミット」

昨
年
の
ふ
る
さ
と
マ
ー
ケ
ッ
ト

　昨年12月16日と17日、葛飾区・地方都市・地元店舗・地域住
民らが連携した「ふるさとマーケット」が、金町地区センター
で開催されました。東北の震災復興の一環として、初日には秋
田県鹿

か
角
づの

市
し

、福島県湯
ゆ

川
がわ

村
むら

、新潟県十
とお

日
か
町
まち

市
し

、茨城県が参加
し、名産品や特産品を一堂に集め、販売しました。
　18日には規模を拡大し、金町駅前団地広場で、「ふるさと
マーケット・クリスマスマーケット」として開催。「ふるさと
マーケット」には４店に加えて、北海道や山形県などから６店、
「クリスマスマーケット」には金町地域の人気店舗15店が出店
し、温かいドリンクやクリスマスメニュー、雑貨が並びました。
　ステージではゴスペルやジャズ、吹奏楽が演奏され、金町
駅周辺にもイルミネーションが点灯するなど、区・地方都市・
地元店舗・地域住民らが協力して、クリスマスの雰囲気を盛り
上げました。
　今年も、昨年参加した自治体に加えて、熊本地震の被災地
などの自治体も参加して、12月17日に開催される予定です。

特
設
ブ
ー
ス
で
特
産
品
の
販
売
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
ゆ
か
り
の
地
域
同
士
が
交
流

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を
発
信
す
る
場
に

な
り
ま
し
た
。

　
柴
又
帝
釈
天
参
道
の
各
店
舗
で
は
、
イ

ベ
ン
ト
限
定
で
復
活
す
る
「
寅
さ
ん
メ

ニ
ュ
ー
」
や
、
サ
ミ
ッ
ト
参
加
地
域
特
産

品
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
開
発
し
た

「
コ
ラ
ボ
メ
ニ
ュ
ー
」
な
ど
を
販
売
し
、

イ
ベ
ン
ト
限
定
品
を
求
め
る
多
く
の
来
場

者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
全
国
ロ
ケ
地
の
原
風
景
写

真
展
や
、
サ
ミ
ッ
ト
参
加
地
域
の
文
化
・

芸
能
を
上
演
す
る
な
ど
、
日
本
の
原
風
景

の
魅
力
を
捉
え
直
す
き
っ
か
け
と
な
り
ま

し
た
。

　
２
日
間
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
来
場
者
数

は
８
万
８
千
人
で
し
た
。
シ
リ
ー
ズ
終
了

後
も
寅
さ
ん
が
大
き
な
人
気
を
維
持
し
て

い
る
こ
と
を
伺
わ
せ
ま
す
。

高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

持
っ
た
人
気
作
品

　『
キ
ャ
プ
テ
ン
翼
』
も
、『
男
は
つ
ら
い

よ
』
も
、
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
ほ
ど
の

国
民
的
人
気
を
誇
る
作
品
で
、
そ
の
登
場

人
物
は
子
供
か
ら
大
人
ま
で
、
多
く
の
日

本
人
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。
区
は
、
こ
の

非
常
に
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
っ
た
作

品
を
、
区
の
観
光
資
源
づ
く
り
に
最
大
限

生
か
し
て
い
ま
す
。

　
全
国
連
携
と
い
う
観
点
で
言
え
ば
、
全

国
の
少
年
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
と
試
合
を
繰

り
広
げ
る
「
大
空
翼
」、
全
国
津
々
浦
々

ま
で
旅
し
て
い
る
「
寅
さ
ん
」
は
、
全
国

に
数
多
く
の
足
跡
（
ゆ
か
り
の
地
）
を
残

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
自
治
体
の
中
に
は
、
イ
ベ
ン

ト
で
つ
な
が
る
だ
け
で
は
な
く
、
秋
田
県

鹿か

角づ
の

市し

の
よ
う
に
葛
飾
区
と
包
括
協
定
を

結
び
、
さ
ら
に
連
携
・
交
流
を
深
め
て
い

る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。

　
元
々
、
同
区
よ
つ
ぎ
小
学
校
に
通
う
児

童
と
鹿
角
市
の
児
童
が
40
年
以
上
に
わ
た

り
「
自
然
体
験
」
や
「
都
市
体
験
」
な
ど

を
通
じ
て
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
鹿
角
市
は
『
男
は
つ
ら
い
よ
』
の

ロ
ケ
地
で
も
あ
り
、『
キ
ャ
プ
テ
ン
翼
』

に
登
場
す
る
「
立
花
兄
弟
」
の
出
身
地
と

し
て
「
寅
さ
ん
サ
ミ
ッ
ト
」
や
「
キ
ャ
プ

テ
ン
翼
Ｃ
Ｕ
Ｐ
か
つ
し
か
」
に
も
参
加
し

ま
し
た
。

　
区
の
担
当
者
は
「
集
客
力
の
あ
る
コ
ン

テ
ン
ツ
を
観
光
資
源
と
し
て
活
か
す
こ
と

で
、
葛
飾
区
は
も
と
よ
り
、
ゆ
か
り
の
地

方
都
市
の
こ
と
も
、
よ
り
多
く
の
人
た
ち

に
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
区
民
に
と
っ
て
も
そ
の
自
治

体
の
こ
と
を
知
る
機
会
に
な
り
、
ゆ
か
り

の
地
の
観
光
や
特
産
品
の
購
入
に
つ
な
げ

る
こ
と
も
で
き
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　『
キ
ャ
プ
テ
ン
翼
』『
男
は
つ
ら
い
よ
』

と
い
う
国
民
的
人
気
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
起

爆
剤
に
し
て
、
全
国
の
ゆ
か
り
の
地
同
士

が
連
携
す
る
こ
と
で
、
葛
飾
区
と
全
国
の

自
治
体
が
相
互
に
地
域
経
済
の
活
性
化
に

寄
与
す
る
。
こ
れ
が
、
葛
飾
区
に
と
っ
て
の

全
国
連
携
の
強
み
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

葛飾区と鹿角市の包括協定締結式

荒
川
河
川
敷
で
開
催
さ
れ
た
堀
切
大
凧
揚
げ
大
会

　昨年12月、荒川河川

敷の堀切水辺公園で

「第９回堀切大凧揚げ

大会」が開催されまし

た。地元の葛飾区立堀

切中学校卒業生を中心

に組織する堀切大凧揚げ大会実行

委員会、葛飾区、葛飾区教育委員会

の主催です。

　白根大凧合戦で有名な新潟県か

ら、白根大凧合戦実行委員会の委員

で、審判員を務める凧揚げ師・荏原

正雄さんが駆け付けました。新潟県

白根との結び付きは、以前、堀切中

学校同窓会で会長をしていた方の両

親が新
にい

潟
がた

市
し

を郷里としていた縁です。堀切中学

校では授業の一環で日本の伝統文化である凧

揚げについて学習しており、生徒が揚げた小凧

は事前学習として各自手作りで作成しました。

　大会で飛ばす六角凧は、新潟県白根より和

紙を取り寄せて作られたものです。会場には

12畳（縦５.４㍍・横３.６㍍）の大凧を２基展

示。大凧を見ようと会場に訪れた人でにぎわ

いました。会場には新潟県の特産品販売ブー

スも設けられ、笹だんごや日本酒などを求め

る来場者の姿がありました。

　市民同士の交流がきっかけで始まった凧揚

げ大会は、今年12月16日に10回目の節目を迎え

ます。
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の
魅
力
を
発
信
す
る
場
に

な
り
ま
し
た
。

　
柴
又
帝
釈
天
参
道
の
各
店
舗
で
は
、
イ

ベ
ン
ト
限
定
で
復
活
す
る
「
寅
さ
ん
メ

ニ
ュ
ー
」
や
、
サ
ミ
ッ
ト
参
加
地
域
特
産

品
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
開
発
し
た

「
コ
ラ
ボ
メ
ニ
ュ
ー
」
な
ど
を
販
売
し
、

イ
ベ
ン
ト
限
定
品
を
求
め
る
多
く
の
来
場

者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
全
国
ロ
ケ
地
の
原
風
景
写

真
展
や
、
サ
ミ
ッ
ト
参
加
地
域
の
文
化
・

芸
能
を
上
演
す
る
な
ど
、
日
本
の
原
風
景

の
魅
力
を
捉
え
直
す
き
っ
か
け
と
な
り
ま

し
た
。

　
２
日
間
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
来
場
者
数

は
８
万
８
千
人
で
し
た
。
シ
リ
ー
ズ
終
了

後
も
寅
さ
ん
が
大
き
な
人
気
を
維
持
し
て

い
る
こ
と
を
伺
わ
せ
ま
す
。

高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

持
っ
た
人
気
作
品

　『
キ
ャ
プ
テ
ン
翼
』
も
、『
男
は
つ
ら
い

よ
』
も
、
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
ほ
ど
の

国
民
的
人
気
を
誇
る
作
品
で
、
そ
の
登
場

人
物
は
子
供
か
ら
大
人
ま
で
、
多
く
の
日

本
人
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。
区
は
、
こ
の

非
常
に
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
っ
た
作

品
を
、
区
の
観
光
資
源
づ
く
り
に
最
大
限

生
か
し
て
い
ま
す
。

　
全
国
連
携
と
い
う
観
点
で
言
え
ば
、
全

国
の
少
年
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
と
試
合
を
繰

り
広
げ
る
「
大
空
翼
」、
全
国
津
々
浦
々

ま
で
旅
し
て
い
る
「
寅
さ
ん
」
は
、
全
国

に
数
多
く
の
足
跡
（
ゆ
か
り
の
地
）
を
残

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
自
治
体
の
中
に
は
、
イ
ベ
ン

ト
で
つ
な
が
る
だ
け
で
は
な
く
、
秋
田
県

鹿か

角づ
の

市し

の
よ
う
に
葛
飾
区
と
包
括
協
定
を

結
び
、
さ
ら
に
連
携
・
交
流
を
深
め
て
い

る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。

　
元
々
、
同
区
よ
つ
ぎ
小
学
校
に
通
う
児

童
と
鹿
角
市
の
児
童
が
40
年
以
上
に
わ
た

り
「
自
然
体
験
」
や
「
都
市
体
験
」
な
ど

を
通
じ
て
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
鹿
角
市
は
『
男
は
つ
ら
い
よ
』
の

ロ
ケ
地
で
も
あ
り
、『
キ
ャ
プ
テ
ン
翼
』

に
登
場
す
る
「
立
花
兄
弟
」
の
出
身
地
と

し
て
「
寅
さ
ん
サ
ミ
ッ
ト
」
や
「
キ
ャ
プ

テ
ン
翼
Ｃ
Ｕ
Ｐ
か
つ
し
か
」
に
も
参
加
し

ま
し
た
。

　
区
の
担
当
者
は
「
集
客
力
の
あ
る
コ
ン

テ
ン
ツ
を
観
光
資
源
と
し
て
活
か
す
こ
と

で
、
葛
飾
区
は
も
と
よ
り
、
ゆ
か
り
の
地

方
都
市
の
こ
と
も
、
よ
り
多
く
の
人
た
ち

に
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
区
民
に
と
っ
て
も
そ
の
自
治

体
の
こ
と
を
知
る
機
会
に
な
り
、
ゆ
か
り

の
地
の
観
光
や
特
産
品
の
購
入
に
つ
な
げ

る
こ
と
も
で
き
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　『
キ
ャ
プ
テ
ン
翼
』『
男
は
つ
ら
い
よ
』

と
い
う
国
民
的
人
気
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
起

爆
剤
に
し
て
、
全
国
の
ゆ
か
り
の
地
同
士

が
連
携
す
る
こ
と
で
、
葛
飾
区
と
全
国
の

自
治
体
が
相
互
に
地
域
経
済
の
活
性
化
に

寄
与
す
る
。
こ
れ
が
、
葛
飾
区
に
と
っ
て
の

全
国
連
携
の
強
み
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

葛飾区と鹿角市の包括協定締結式

荒
川
河
川
敷
で
開
催
さ
れ
た
堀
切
大
凧
揚
げ
大
会

　昨年12月、荒川河川

敷の堀切水辺公園で

「第９回堀切大凧揚げ

大会」が開催されまし

た。地元の葛飾区立堀

切中学校卒業生を中心

に組織する堀切大凧揚げ大会実行

委員会、葛飾区、葛飾区教育委員会

の主催です。

　白根大凧合戦で有名な新潟県か

ら、白根大凧合戦実行委員会の委員

で、審判員を務める凧揚げ師・荏原

正雄さんが駆け付けました。新潟県

白根との結び付きは、以前、堀切中

学校同窓会で会長をしていた方の両

親が新
にい

潟
がた

市
し

を郷里としていた縁です。堀切中学

校では授業の一環で日本の伝統文化である凧

揚げについて学習しており、生徒が揚げた小凧

は事前学習として各自手作りで作成しました。

　大会で飛ばす六角凧は、新潟県白根より和

紙を取り寄せて作られたものです。会場には

12畳（縦５.４㍍・横３.６㍍）の大凧を２基展

示。大凧を見ようと会場に訪れた人でにぎわ

いました。会場には新潟県の特産品販売ブー

スも設けられ、笹だんごや日本酒などを求め

る来場者の姿がありました。

　市民同士の交流がきっかけで始まった凧揚

げ大会は、今年12月16日に10回目の節目を迎え

ます。
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